時代 閉塞の 現状 

(強権、 純粋 自然主義の 最後お よび 明日の 考察) 

石 川 啄木 



数日 前 本欄 (東京 朝日 新聞の 文芸欄) に 出た 「自己 

主張の 思想 として の 自然主義」 と 題す る 魚 住 氏 の 論文 

しさく 

は、 今日に おける 我々 日本の 青年の 思索的 生活の 半面 

かんきゃく めいりょう 

II 閑却 されて いる 半面 を 比較的 明瞭 に 指摘した 点 

において、 注意に 値，" する ものであった。 けだし 我々 

がいちが いに 自然主義 という 名の 下に 呼んで きたと こ 

むじゅん 

ろの 思潮に は、 最初から していく たの 矛盾が 雑然と し 

て 混在して いたに かかわらず、 今日まで まだ 何らの 厳 

密 なる 検竅が それに 対して 加えられずに いるので ある _ 



かかわらず、 同じ 名の 下に 繰 返さる る まったく べつな 

主張と、 それに 対する 無用の 反駁と が、 その 熱心 を 失つ 

た 状態 を もって いつまでも 継続され ている。 そうして 

かちゅう 

すべて これらの 混乱の 渦中に あって、 今や 我々 の 多く 

は その 心 内に おいて 自己 分裂の いたましき 悲劇に 際会 

している ので ある。 思想の 中心 を 失って いるので ある _ 

自己主張 的 傾向が、 数年 前 我々 がその 新しき 思索的 

生活 を 始めた 当初から して、 一 方 それと 矛盾す る 科学 

的、 運命論 的、 自己 否定的 傾向 (純粋 自然主義) と 結 

合して いた こと は 事実で ある。 そうして これ はしばし 

ば 後者の 一 つの 属性の ごとく 取扱 われて きたに かかわ 



かんしょう 

らず、 近来 (純粋 自然主義が 彼の 観照 論に おいて 実 人 

生に 対する 態度 を 一 決して 以来) の 傾向 は、 ようやく 

こうきょ 

両者の 間の 溝渠の つ い に 越 ゆべ からざる を 示して いる。 

この 意味に おいて、 魚 住 氏の 指摘 はよ くその 時 を 得た 

ものと いうべき である。 しかし 我々 は、 それと ともに 

ある 重大なる 誤謬が 彼の 論文に 含まれて いるの を 看過 

する ことができない。 それ は、 論者が その 指摘 を 一 の 

議論と して 発表す るた めに —— 「自己主張の 思想と し 

きょぎ 

ての 自然主義」 を 説く ために、 我々 に 向って 一 の 虚偽 

を 強要して いる ことで ある。 相 矛盾せ る両 傾向の 不思 

きょうせい 

議 なる 五 年間の 共棲 を 我々 に 理解させる ために、 そ 



こに 論者が 自分勝手に 一 つの 動機 を 捏造して いる こと 

である。 すなわち、 その 共棲が まったく 両者 共通の 

おんてき 

怨敵た るォォ ソリテ \ 国家と いう ものに 対抗す る 

ために 政略 的に 行われた 結婚で あると している ことで 

ある。 

それが 明白なる 誤謬、 むしろ 明白なる 虚偽で ある こ 

と は、 ここに 詳しく述べ るまで もない。 我々 日本の 青 

年 はい まだ かって かの 強権に 対して 何らの 確執 を も 醸 

した ことがない ので ある。 したがって 国家が 我々 に 

とって 怨敵と なるべき 機会 もい まだ かってなかった の 

である。 そうして ここに 我々 が 論者の 不注意に 対して 



ぜせい 

是正 を 試みる の は、 けだし、 今日の 我々 にと つて 一 つ 

の 新しい 悲しみで なければ ならぬ。 なぜ なれば、 それ 

はじつ に、 我々 自身が 現在に おいて もっている 理解の 

なおき わめて 不徹底の 状態に ある こと、 および 我々 の 

今日お よび 今日までの 境遇が かの 強権 を 敵と しうる 境 

遇の 不幸よりも さらに い つ そう 不幸な ものである こと 

をみ ずから 承認す る ゆえんで あるから である。 

今日 我々 のうち 誰でもまず 心 を 鎮めて、 かの 強権と 

我々 自身との 関係 を 考えて みるならば、 かならず そこ 

そかく 

に 予想外に 大きい 疎隔 (不和で はない) の 横たわって 

いる こと を 発見して 驚く に違いない。 じつに かの 日本 



のす ベての 女子が、 明治 新 社会の 形成 を まったく 男子 

の 手に 委ねた 結果と して、 過去 四十 年の 間 一に 男子の 

奴隸 として 規定、 訓練され (法規の 上に も、 教育の 上 

にも、 はたまた 実際の 家庭の 上に も)、 しかも それに 満 

足 すくなくとも それに 抗弁す る 理由 を 知らずに い 

る ごとく、 我々 青年 もまた 同じ 理由に よって、 すべて 

国家に ついての 問題に おいて は (それが 今日の 問題で 

あろうと、 我々 自身の 時代た る 明日の 問題であろう と)、 

まったく 父兄の 手に 一任して いるので ある。 これ 我々 

ベ んぎ 

自身の 希望、 もしくは 便宜に よる か、 父兄の 希望、 便 

宜 による か、 あるいは また 両者のと もに 意識せ ざる 他 



ものである こと はいう まで もない。 それ は 一見 かの 強 

権 を 敵と している ようで ある けれども、 そうで はない- 

むしろ 当然 敵と すべき 者に 服従した 結果な ので ある。 

彼ら はじつ にい つ さいの 人間の 活動 を 白眼 を もつ て 見 

る ごとく、 強権の 存在に 対しても また まったく 没交渉 

なので ある —— それだけ 絶望的な ので ある。 

おんてき 

かくて 魚 住 氏の いわゆる 共通の 怨敵が 実際にお い て 

存在し ない こと は 明らかになった。 むろん それ は、 か 

の 敵が 敵た る 性質 を もつ ていない という ことで ない。 

我々 がそれ を 敵に していな いという ことで ある。 そう 

して この 結合 (矛盾せ る両 思想の) は、 むしろ そうい 



う 外部 的 原因から ではなく、 じつに この 両 思想の 対立 

が 認めら れ た 最初から 今日に 至る までの 間、 両者が と 

もに 敵 を もた なか つたと いう ことに 原因して いるので 

ある。 (後段 参照) 

魚 住 氏 はさら に 同じ 誤謬から、 自然主義者の ある 

人々 がかって その 主義と 国家主義と の 間にある 妥協 を 

とが 

試みた の を 見て、 「不徹底」 だと 咎めて いる。 私 は 今 論 

者の 心 持 だけ は 充分 了解す る ことができる。 しかしす 

でに 国家が 今日まで 我々 の 敵ではなかった 以上、 また 

自然主義と い う 言葉 の 内容た る 思想 の 中心が どこに あ 

るか 解らない 状態に ある 以上、 何 を 標準と して 我々 は 



ら 出て くる 自然主義者の 顔と 女郎屋から 出て くる 芸術 

至上 主義者の 顔と その 表れて いる 醜悪 の 表情に 何ら 

かの 高下が あるだろう か。 すこし 例 は 違う が、 小説 「放 

浪」 に 描かれた る 肉 霊 合致の 全 我 的 活動なる もの は、 

その 論理と 表象の 方法が 新しくな つた ほかに、 かって 

本能 満足 主義と いう 名の 下に 考量され たものと どれ だ 

け 違つ ている だろう か。 

魚 住 氏 はこの 一 見 収攬し がた き 混乱の 状態に 対し 

て、 きわめて 都合の よい 解釈 を 与えて いる。 曰く、 「こ 

の 奇なる 結合 (自己主張の 思想と デタ— ミニ ス チック 

の 思想の) 名が 自然主義 である」 と。 けだし これ この 



とな 

えれば い つ そう 明瞭で ある。 自然主義と 称えら るる 自 

己 否定的の 傾向 は、 誰も 知る ごとく 日露戦争 以後に お 

いて 初めて 徐々 に 起つ てきた ものであるに かかわらず 

一 方 は それよりも ずっと 以前 —— 十 年 以前から あった 

ので ある。 新しき 名 は 新しく 起った 者に 与えら るべき 

であろう か、 はたまた それと 前から あった 者との 結合 

に 与えら るべき であろう か。 そうして この 結合 は、 前 

にもい つた ごとく、 両者と も 敵 を もたなかった (一方 

は 敵 を もつべき 性質の もので なく、 一方 は 敵 を もって 

きいん 

いなかった) ことに 起因して いたので ある。 べつの 見 

方 を すれば、 両者の 経済的 状態の 一 時 的 共通 ( 一 方 は 



理想 を もつべき 性質の もので はなく、 一方 は 理想 を 

失って いた) に 起因して いるので ある。 そうして さら 

に 詳しくい えば、 純粋 自然主義 はじつ に 反省の 形に お 

いて 他の 一 方から 分化した もので あつたので ある。 

かくて この 結合の 結果 は 我々 の 今日まで 見て きた ご 

とくで ある。 初めは 両者と も 仲よ く暮 していた。 それ 

が、 純粋 自然主義 にあって はたんに 見、 そして 承認す 

る だけの 事 を、 その 同棲 者が 無遠慮に も、 行い、 かつ 

主張 せんとす るよう になって、 そこに この 不思議なる 

夫婦 は 最初の、 そして 最終の 夫婦喧嘩 を 始めた ので あ 

る。 実行と 観照との 問題が それで ある。 そうして その 



の 「今日」 に 必要なる 人物 を 養成す る ゆえんに すぎな 

い。 そうして 彼が 教育家と してな しうる 仕事 は、 リ— 

ダ ー の 一 から 五まで を 一 生 繰 返す か、 あるいは その他 

の 学科 のどれ も) J く 初歩 のと こ ろ を 毎日 毎日 死ぬ ま で 

講義す る だけの 事で ある。 もし それ 以外の 事 をな さむ 

とすれば、 彼 はもう 教育界に いる ことができな いので 

ある。 また 一人の 青年が あって 何ら か 重要なる 発明 を 

なさむ としてい ると する。 しかも 今日に おいて は、 

い つ さいの 発明 はじつ にい つ さいの 労力と ともに まつ 

た く 無価値 である —— 資本と い う 不思議な 勢力 の 援助 

を 得ない かぎり は。 



すみずみ 

いる。 現代 社会 組織 は その 隅々 まで 発達して いる。 I 

I そうして その 発達が もはや 完成に 近い 程度まで 進ん 

でい る こと は、 その 制度の 有する 欠陥の 曰 一日 明白に 

なって いる ことによって 知る ことができる。 戦争と か 

ききん 

豊作と か 饑饉と か、 すべて ある 偶然の 出来事の 発生す 

るで なければ 振興す る 見込の ない 一 般 経済界の 状態 は 

何 を 語る か。 財産と ともに 道徳心 を も 失った 貧民と 

売 淫婦との 急激なる 増加 は 何 を 語る か。 はたまた 今日 

わがくに 

我 邦に おいて、 その 法律の 規定して いる 罪人の 数が 驚 

くべき 勢い を もって 増して きた 結果、 ついにみ すみす 

その 国法の 適用 を 一 部に おいて 中止せ ねばならなく 



なって いる 事実 (微罪 不 検挙の 事実、 東京 並びに 各 都 

こうきん 

市に おける 無数の 売 淫婦が 拘禁す る 場所がない ために 

半 公認の 状態に ある 事実) は 何 を 語る か。 

かくの ごとき 時代 閉塞の 現状に おいて、 我々 のうち 

最も 急進的な 人た ちが、 いかなる 方面に その 「自己」 

を 主張して いるか はすで に 読者の 知る ごとくで ある。 

じつに 彼ら は、 抑えても 抑えても 抑え きれぬ 自己 その 

者の 圧迫に 堪えかねて、 彼らの 入れられ ている 箱の 最 

も 板の 薄い 処、 もしくは 空隙 (現代 社会 組織の 欠陥) 

に 向って まったく 盲目的に 突進して いる。 今日の 小説 

じょろうが い 

や 詩 や 歌の ほとんど すべてが 女郎 買、 淫売 買、 ないし 



体の 権利 を 認識し、 自発的に 自己 を 主張し 始めた の は、 

誰も 知る ごとく、 日清戦争の 結果に よって 国民 全体が 

ぼっこう 

その 国民的 自覚の 勃興 を 示してから 間もなくの 事で 

せんしょう 

あった。 すでに 自然主義 運動の 先蹤 として 一部の 間 

ちょぎ ゆう 

に 認められ ている ごとく、 樗 牛の 個人主義 がすな わ 

ちその 第一声であった。 (そうして その 際にお いても、 

我々 はま だかの 既成 強権に 対して 第一 一 者た る 意識 を 持 

ちえなかった。 樗牛は 後年 彼の 友人が 自然主義と 国家 

的 観念との 間に 妥協 を 試みた ごとく、 その 日蓮 論の 中 

に 彼の 主義 対 既成 強権 の 圧制 結婚 を 企 てて いる) 

樗 牛の 個人主義の 破滅の 原因 は、 かの 思想 それ 自身 



の 中に あった こと はいう まで もない。 すなわち 彼に は、 

人間の 偉大に 関する 伝習 的 迷信が きわめて 多量に 含ま 

れ ていたと ともに、 いっさいの 「既成」 と 青年との 間 

の 関係に 対する 理解が はるかに 局限 的 (日露戦争 以前 

における 日本人の 精神的 活動が あらゆる 方面に おいて 

局限 的であった ごとく) であった。 そうして その 思想 

が 魔 語の ごとく (彼が ニイ チェ を 評した 言葉 を 借りて 

いえば) 当時の 青年 を 動かした にもかかわらず、 彼が 

未来の 一 設計者た る ニイ チェから 分れて、 その 迷信の 

偶像 を 日蓮と いう 過去の 人間に 発見した 時、 「未来の 

権利」 たる 青年の 心 は、 彼の 永眠 を 待つ まで もな く、 



早くす でに 彼 を 離れ 始めた ので ある。 

この 失敗 は 何 を 我々 に 語って いるか。 いっさいの 

「既成」 を そのまま にして おいて、 その 中に 自力 を もつ 

て 我々 が 我々 の 天地 を 新 に 建設 するとい うこと は 

まったく 不可能 だとい うこと である。 かくて 我々 は 期 

せず して 第二の 経験 II 宗教 的 欲求の 時代に 移った。 

それ は その 当時に おいて は 前者の 反動と して 認められ 

た。 個人 意識の 勃興が おのずから その 跳 梁に 堪えら 

れ なくなつ たの だと 批評され た。 しかし それ は 正鵠 を 

得て いない。 なぜ なれば そこに はた だ 方法と 目的の 場 

所との 差違が あるの みで ある。 自力に よって 既成の 中 



胆に、 自由に 「今日」 を 研究して、 そこに 我々 自身に 

とっての 「明日」 の 必要 を 発見し なければ ならぬ。 必 

要は 最も 確実なる 理想で ある。 

さらに、 すでに 我々 が 我々 の 理想 を 発見した 時に お 

いて、 それ をい かにして いかなる ところに 求むべき か 

「既成」 の 内に か。 外に か。 「既成」 を そのまま にして 

か、 しないで か。 あるいは また 自力に よって か、 他力 

によって か、 それ はもう いうまでもない。 今日の 我々 

は 過去の 我々 ではない ので ある。 したがって 過去に お 

ける 失敗 を ふたたび する はず はない ので ある。 

文学 II かの 自然主義 運動の 前半、 彼らの 「真実」 
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